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DAIRY FARM NEWS

平成30年3月発刊

手洗い看板立入禁止看板

！！！
注
意
喚
起
ツ
ー
ル

酪農を通して食・しごと・いのちの学びを未来につなぐ

シンポジウム「酪農教育ファーム２０年を節目に」
平成３０年７月、組織的な酪農教育ファーム活動が始まって２０年の節目の年を迎えます。
これを機に、活動の原点を確認するとともにその価値と役割を共有し、次世代につなげるこ
とを目的としたシンポジウムを開催します。日時をご確認の上、ぜひご参加下さい！

平成３０年９月２２日（土）１３：００～１７：００（シンポジウム）
           　　　　　　　　　　１７：３０～１９：３０（懇親会）

TKPガーデンシティPREMIUM京橋　
ホール２２Ａ（シンポジウム）、ホール２２Ｂ（懇親会）
東京都中央区京橋２－２－１京橋エドグラン２２階

２００名程度
（酪農教育ファーム関係者及び活動に興味・関心を寄せる方）

酪農教育ファーム推進委員会、一般社団法人中央酪農会議

① 酪農家、教育関係者等による実践発表
② パネルディスカッション「酪農教育ファームの未来」

決まり次第ご案内いたします。

開 催 日

開 催 場 所

参 加 者

主 催

プ ロ グ ラ ム
（ 予 定 ）

申し込み方法

開催要領

開催
決定

　現在日本の周辺国では、口蹄疫の発生が確認され

ています。

　本会では、消費者が牧場の衛生管理区域に無断で

立ち入らないようにするため、独自の注意喚起ツー

ルを作成しています。また中央酪農会議では、ＪＲＡ

の補助事業を活用して、立入禁止看板と手洗い看板

を製作いたしました。本会 HP や酪農教育ファーム

のＨＰからデータがダウンロードできますので、是

非ご活用ください。

　宮崎の悲劇を忘れずに、飼養衛生管理基準を遵守

して交流活動を行うように気をつけましょう！
詳細については、下記サイトにてご確認ください。( 農林水産省ホームページ）
http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_fmd/

２０１８年１月以降のアジアにおける口蹄疫の発生状況

（2018年2月12日現在）

モンゴル（ドルノゴビ県）

中国（貴州省）

モンゴル（ドンドゴビ県）

中国（貴州省）

中国（寧夏回族自治区）

ロシア（ザバイカリエ地方）

地　域 発　生　日 型 畜　種

１月１日

１月２日

１月２日～１５日

１月３日

１月１０日

２月１日～８日

Ｏ型

Ａ型

Ｏ型

Ｏ型

Ｏ型

Ｏ型

牛･山羊･羊

牛･羊･豚

牛･山羊･羊(６件)

牛･豚

牛･羊

牛･羊･山羊

平成 29 年度クラブ・ユース事業

北海道と東京に若手が大集合！

若手の集若手の集い『らくのうサミット『らくのうサミット』を開催を開催若手の集い『らくのうサミット』を開催

アジア各国で口蹄疫が発生中！アジア各国で口蹄疫が発生中！



本会では、後継者世代の相互研鑚・交流、後継者
育成を目的に「クラブ・ユース事業」として、今年
度２回の勉強会を開催しました。

地 域 交 流 牧 場 全 国 連 絡 会

若手の集いを開催
平成29年度クラブ・ユース事業

らくのうサミットｉｎ北海道第６弾

平成２９年６月７日（水）～８日（木）に、北海道
河西郡芽室町「めむろ新嵐山スカイパーク」に
て、勉強会を開催しました。会員だけでなく北海
道内の酪農家や学生も多くご参加いただき、総
勢８７名が集まりました。

らくのうサミットｉｎ東京第7弾
平成２９年１２月３日（日）に、東京都世田谷区の
「東京農業大学世田谷キャンパス」にて、勉強会を開
催しました。参加者は総勢７９名と、大盛況でした。

　交牧連２代目会長（平成１４～２１年）を務めた廣瀬文彦氏

(リバティヒル広瀬牧場・北海道）より、交牧連結成当時の思い

や若手に対する期待等のメッセージをいただきました。

(ご本人は療養中につき、渡辺会長に代読していただきました。）

先輩酪農家のお話

高橋 伸彰 氏渡辺 隆幸 氏

廣瀬 文彦 氏

牧場視察様子

集合写真

集合写真

質問大会様子①ディスカッション様子

質問大会様子②

アイスブレイク様子

アイスブレイク様子

石田 陽一 氏 齋藤 淳 氏

挨拶

　交牧連会長の渡辺隆幸氏（（有）

渡辺体験牧場・北海道）より、「よ

うこそ北海道へ！」と歓迎の挨拶。

また、クラブ・ユースリーダーの石

田陽一氏（（有）石田牧場・神奈川

県）より、開会の挨拶がありました。

アイスブレイク

　短い時間で参加者同士が打ち解け

るため、アイスブレイクを行いまし

た。ファシリテーターを務めたのは

藤田磨美氏（カントリーファーマー

ズ藤田牧場・北海道）。２種類のア

イスブレイクを行い、参加者同士わ

きあいあいとした雰囲気に。

酪農についての講義

　高橋伸彰氏（ホクレン農業協同組

合連合会酪農部 生乳共販課 主幹）

の講演により、北海道の酪農につい

て勉強しました。また、齋藤淳氏

（（一社）中央酪農会議業務部次

長）の講演により、日本の酪農情勢

について勉強しました。

フリータイム

　グループディスカッション後のフ

リータイムでは、北海道ブロックよ

り会員手作りの乳製品が振舞われ、

舌鼓を打ちながらグループディス

カッションで話しきれなかった事等

を各々ゆっくりと語り合いました。

カントリーファーマーズ

藤田牧場視察

　２日目は河西郡鹿追町にある「カ

ントリーファーマーズ藤田牧場」に

会場を移し、牧場の視察をさせてい

ただきました。

グループディスカッション

　２日間で計３回のグループディス

カッションを行いました。１回目は

フリーディスカッションで、５～６

人の班で２回。２回目は、「牛の病

気」「人材雇用」などの酪農経営に

関係する複数のテーマごとに班にな

り１回。３回目は２日目の牧場視察

後に、「酪農のこれから」「３Ｋの

払拭方法」「新規就農」などのテー

マに分かれてディスカッションし、

問題意識等をまとめて、班ごとに発

表しました。

挨拶

　石田リーダーより交牧連の概要や

クラブ・ユース事業が始まった経緯

や目的等の共有に向け、ご挨拶。

講義

　齋藤淳氏（（一社）中央酪農会議

業務部次長）の講演により、日本の

酪農について勉強しました。

アイスブレイク

　勉強会恒例のアイスブレイク。

ファシリテーターを務めたのは須藤

健太氏((株）須藤牧場・千葉県）。

　４種類のアイスブレイクを行い、

会場全体で盛り上がりました。

酪農家なんでも質問大会

　文字どおり、学生から酪農家に

なんでも質問できる質問大会。参

加者全員で円になり、円の中心に

は西山農氏（西山牧場・兵庫県）が

立ち、司会進行を務めました。学生

からは、「経営理念や目標を聞かせ

て欲しい」「繋ぎ牛舎は牛にストレ

スがあるのか？」「酪農家はスー

パーで牛乳を買うのか？」等といっ

た様々な質問が投げかけられ、会

場の酪農家が回答しました。

　 初 め て の 試 み で は あ り ま し た

が、大変盛り上がりました。

ディスカッション

　酪農家（及び酪農関係者）と学生

で分かれ、それぞれのテーマでディ

スカッションを行いました。酪農家

側では、「繁殖管理」や「乳房炎」

等の酪農家ならではのテーマごとに

班に分かれて話し合いました。学生

側は、次のプログラム「酪農家なん

でも質問大会」で酪農家に聞きたい

ことを班ごとに検討しました。


